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９月号 
公民館便り 

                                     館 長 岩越 悟志 

子どもの健やかな成長は、親の願いです。人は、子どもの「足が速い、遅い」とか、「発
表がうまくいった、うまくいかなかった」などに関係なく、その子どもなりのひたむきさ
に心を奪われ、感動します。 
 ２学期は、多くの学校で、運動会や文化祭といった学校行事が実施されます。子どもた

ちにとっては、最後まで頑張る力、友達と協力して創り上げていく力、できないことに挑
戦する力など、様々な学びを得る機会となります。そして、その活動の中で、勝ったチー
ムのうれし涙、負けたチームの悔し涙を観ることができます。この涙は、真剣に取り組ん
だ者にしか流せない涙であり、いい加減にやってきた「勝ち」は少しもうれしくないし、
適当に取り組んできた「負け」にも悔しさは伴いません。 
 私たち大人の社会でも勝ち負けはあって、いつもうまくいくことばかりではありませ
ん。どちらかというと悔しいことの方が多いと思います。その時、子どものうちに負ける
経験をせずに大人になっていると、ある時、心が「ポキッ」と折れてしまうことがあるの
ではないかと危惧しています。 
 だから、子どものうちに頑張った結果の負けを経験させておくべきだと思うのです。そ
して、それを乗り越える力をつけることができたら、きっと簡単にはくじけることのない
心が育つはずです。 
私たち大人は、子どもが悔しい思いをしないように失敗やトラブルを前も 

って取り除くことを優しさだと思いがちですが、逆に悔しさを経験させるこ 
との方が本当の優しさであり、一番大切なことだと思います。悔しさを受け 
入れ、次に生かそうと頑張る。人はそうやって成長していくものだと思います。 

 各小中学校よりいただいた花苗が

元気に育ち、光る日差しの中、公民

館を美しく飾ってくれています。ご

提供誠にありがとうございました。 



 

 

 
伊敷公民館夏季講座がスタートしました。お金の貯め方や手話、百人一首など、夏季１２講座

に子どもたちや家族などから約３６０人の応募があり、２２５人が参加しました。（抽選にもれた皆

様、ぜひ次回のご応募をお待ちしています。）以下に活動の様子（感想の抜粋）を紹介します。 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ８月 5 日（火）に小学 4 年生以上を対象にした司書体験を行い 

ました。 

 司書体験とは、日頃の図書室でどのような仕事（貸出返却や本 

を棚に戻す配架)が行われているのかを知り、それを体験するイベ 

ントです。 

 今回は 4 人の参加者が、積極的に活動に取り組みました。 

 本の並び方のルールを知ることで、探しやすくなります。また、 

シールや見出しなども活用し並べることで、利用者により分かり 

やすく探していただける手立てとしているなど、工夫の一端を理 

解していただけたと思います。参加者からは、「本の並び方のルー 

ルを学べたことや、普段体験できない貸出返却のバーコードを読 

み込む作業が印象的だった。」と感想をいただきました。 

 今後のイベントとして伊敷公民館図書室では、11 月 1 日（土）、中学生以上を対象に

「伊敷ビブリオバトル」を開催予定です。好きな本を持ち寄り、紹介し合い、一番読みたく

なった本を決めるイベントです。詳細については図書室にお訊ねください。 

≪  司書体験を実施しました 
≫ 

＜親子で素敵なアクセサリーづくり＞ 

・ 親も夢中になり、子ども
の個性も面白く感じる良い
機会でした。(親) 

・ きれいなのができて、と
っても楽しくてまた参加し
たいです。(子) 
 

＜小学生の絵画教室＞  
・ 絵の描き方の基礎や色の
上手な塗り方を丁寧に教え
てもらい分かりやすかった
です。集中して３日間で描
き終わったのでうれしかっ
たです。(子) 

＜親子で楽しくピザづくり＞ 
・ 具だくさんのぜいたくなピ
ザ。子どもに貴重な体験をさせ
てあげられ、家族の良い思い出
になりました。(親) 

・ こねたり広げたり、難しかっ
たけど楽しかったです。(子) 

＜親子でさがそう！川の生き物＞ 
・ 親子ともども初めて川を体験しまし
た。子どもが夢中でエビや魚などの生
き物探しをしていました。素晴らしい
体験をさせてあげることができてよか
ったです。(親) 

・ 生き物の名前やつかまえ方を知るこ
とができてうれしかったです。(子) 

親子や子どもたちを対象とした 
講座が盛りだくさんの夏♪ 

【 小学生のけん玉教室 】 


